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先週のガバナー補佐訪問例会、クラブ協議会で

は皆様ご苦労様でした。 
会員増強の方法について伺ったところ、どこの

クラブでも会員の増強に苦慮しているとの事でし

た。とにかく退会者をなるべくださないように努

力してくださいとの事でした。会員の皆様、退会

をしないようにして、会員増強に努めてください。 
７月のこの時期がきますと、祖母がよく、ほお

ずきを鳴らしていたことを思い出します。実をギ

ュウギュウ鳴らしていた時代は遠くなりました。

この遊びは、平安時代の「栄華物語」に載ってい

ますが、現在ではこの千年の伝統も危うく、今日

では、ほおずきは主に観賞用となっています。 
７月１０日、東京・浅草の浅草寺の観音様の縁

日の日にほおずき市が立ちます。この日に参詣す

れば４万６千日参詣したと同じ功徳があると言わ

れています。藤枝では、この土、日(２２日、２３

日)に、上伝馬の神明神社、左車の愛宕神社、市部

の八坂神社の祭礼があり、子供だけによる神輿の

行列が執り行われます。この祭りが終わると藤枝

の町に夏がやってくると言われています。 
今年もまた暑い夏になるのでしょうか、皆様、

夏ばてしないように気をつけましょう。 

■ 幹 事 報 告            後藤 功君 
• 島田ロータリークラブの週報が届いております。 
            （４月～６月分） 

 

■ 出 席 報 告           青島 彰君 
本日のホームクラブ 

出 席 者 前回の補正出席者 

33／41 80.49％ 29／41 70.73％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
〇松葉義君 〇仲田廣君 浅川君 桜井富君 
鈴木舜君 仲田晃君 望月志君 宮川君 

■ ビ ジ タ ー                
伊藤恒夫藤枝南ＲＣ会長 
秋山滿也藤枝南ＲＣ幹事 
藪崎宰一君（藤枝南） 

■ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ      青島 彰君    

• 今年度もゴルフ同好会をよろしくお願いします。

只今、今年度の会員登録中です。ぜひご参加お

願いします。（年会費＝１０，０００円） 

石垣 善康君 

• 病気をして女房に世話になっています。 

飯塚 秀彦君 

スマイル累計額 ６８，０００円 

■ クラブ協議会事業計画発表             

 

◎出席・ 

スマイル委員長 

青島 彰君 
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【出席】 

年間全休会員が２名いる為、１００％は現実的に

無理である。会員数が４２名と小規模クラブとな

ってしまい、１名が休会すると２．４％出席率が

低下する。当クラブの出席率は７５％前後で、静

岡第５分区内で最下位である。地区平均は８９％

位で、せめて平均出席率位を達成したいと考える。

１例会当り３７名が出席するとほぼ平均になり、

ＭＵを含めて考えると達成は出来そうです。平均

値になると地区９クラブ中第３位となります。頑

張りましょう。 

【スマイル】 

スマイルをしていただいた会員は本人に発表をし

てもらいます。１００万円目標！！ 

 

◎職業分類・会員選   

考委員長 

山田昭雄君 

 

＜基本方針＞ 

① 各委員の協力

を得て面接を実行する 

② 真に当クラブにふさわしい人物を選ぶ 

③ ご本人の経歴もさることながら人柄を優先し

たい 

④ 会員増強、職業分類各委員長との連繋を重視

する 

 

◎会員増強委員長 

青島 克郎君 

 

本年度、会員増

強委員会の委員長

を務めさせていただきます青島克郎です。 

副委員長に大先輩の水野君、委員に松葉隆夫君、

北村君、そして今年度初めての試みとしてテーブ

ルメイトの各リーダーである成瀬君、池ノ谷君、

望月俊昭君、酒向君、村松宏一君の皆様に会員増

強推進委員となっていただきフットワークの軽い

即、積極的な活動を目指したいと思っております。  

当クラブはピーク時は６８名の会員を有しまし

たが今年度スタート時点で４１名と近年は減少の

一途をたどり、分区内９クラブで８番目の弱小ク

ラブとなってしまいました。 長期にわたり例会

に欠席されている会員も数名見受けられ潜在的な

退会予備軍も抱えているとも言える現状は非常に

厳しいものがあります。 このままですと伝統有

る当クラブも存亡の危機を迎えてしまうと感じる

次第です。会員増強は地区でも最大の課題であり、

当クラブの地区目標は純増２名となっていますが

今後、当クラブが活発な活動を行うためにも会員

増強委員会として努力目標として純増５名、必達

目標として純増３名をあげさせていただきました。 

具体的な活動として、活動計画や現状把握のた

めに会長、幹事、推進委員を含めた会合を年２回

開催いたします。１回目の会合については去る７

月１１日に既に開催され出席された皆様からは積

極的な意見も伺えました。また、候補者の情報収

集手段の一つとして各テーブルメイトの炉辺会合

を年３回(７月、１１月、３月)開催していただき、

候補者名が挙がった場合は推薦された方を含め委

員会として直ちに勧誘行動を起こすつもりです。 

退会防止にしろ、新会員獲得にしろ、藤枝ロー

タリークラブの会員として有意義で楽しくクラブ

ライフが送れるか、その土壌がクラブにあるかど

うかと言うことだと思います。親睦活動の強化、

同好会の発足と活動等まだまだやるべき事がたく

さんあるのではないでしょうか。 

委員会単独での活動には限界があります。会員

の皆様全員にこの現状を認識して頂き、全会員が

一致団結して会員の増強に取り組まなければなら

ないことをご理解いただき惜しみないご協力をお

願いする次第です。 

 

◎親睦活動委員長 

前島 章男君 
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＜基本方針＞ 
親睦活動を通して、ロータリー会員及び家族の更

なる結束を高める為、有意義な運営を図る。 
＜事業計画＞ 
１．納涼例会            
２．クリスマス例会         
３．新年賀詞交歓会          
４．創立記念例会（３５周年記念）   
５．最終例会             
６．会員・夫人・結婚記念日祝い品   
７．委員会会合 
 
◎会場運営委員長 

竹田 勲君 

 
 
＜基本方針＞ 
適度な緊張感を保ちつつ、和やかな雰囲気の例会

運営に心掛け、特にビジターに対しては、細心の

配慮をもってお迎えしたいです。 
現在は、会場の運営・撤収については小杉苑に委

託して行っていますので、開会の点鐘の次に行う

ソングリーダーには特に力を注ぎ、会場の雰囲気

をいかに和ませ、楽しいものにしていけるか委員

全員で考える。幸にして今年度は、私を除いては

個性的なメンバー揃いですので大いに期待できる

と思っています。 
 
 
◎プログラム委員長 

増田 國衛君 

 
＜基本方針＞ 
魅力ある外部卓話者を招き、有意義な例会の開催

に努める。 
＜事業計画＞ 
１．外部卓話年６回 
２．委員会開催 
＜要望＞ 

外部卓話者の紹介をお願いします。 

 
 

 
◎クラブ会報委員長        

成瀬弘明君 

＜基本方針＞ 
① 簡潔且つ正確な伝達により、会員に親しまれ

る会報発行に努める 
② 月別に担当者を決め、責任ある編集活動を実

施する。 
＜事業計画＞ 
１．発行全経費 ５０，０００円 
２．委員会開催 
＜要望・その他＞ 
会報表紙の写真を提供願います。 
 
◎ロータリー情報委

員長 

鈴木 廣利君 
 
 
会員にロータリーのテーマ「奉仕の理念」の原点

を今一度考えていただく為の施策を実行したい。

又現在新会員の加入活動に努力している増強委員

会に協力すると同時に、新会員が入会したくなる

ような魅了あるクラブにする為にも会員の質実の

向上に努める。特に新会員には随時勉強会を計画

しロータリアンとしての誇りプライドを持っても

らう様努力する。このような事を会員にも解って

もらう為、理解月間中に卓話も計画したい。 
 
◎広報・雑誌委員長 

 櫻井 龍太君 

 
＜基本方針＞ 
広報活動＝地域社会

に対してロータリークラブの歴史・綱領・業績等

の情報を提供し、ＰＲに努める。 
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雑誌部門＝“ロータリーの友”について、会員の

関心を喚起し、活用を図るよう努める。 
＜事業計画＞ 
１．毎月の第一例会に“友”の主要記事を紹介し、

関心を高める。 
２．クラブ行事のうち、広報価値の高いものを“友”

或いは地域の新聞に投稿する。 
３．４月の雑誌月間に、有意義な卓話を行い会員

の理解を深める。 
 
◎保健委員長 

 板倉 甫能君 

 
 
＜基本方針＞ 
気分の落ち込みは誰もが経験する事ですが、それ

が、だんだん長くなったり、程度がどうも普通で

なくなるのは、ちょっとしたきっかけで誰もが起

こり得るのです。軽うつ状態とか、うつ症状とか

と言われますが、心の風邪とも言われるくらい、

ポピュラーで、尚且つ蔓延している疾患というこ

とができます。 
どのような気持ちで、このようなうつ状態に接し

ていけばよいのか、どのようにして重い心を軽く

していったら良いのかについて、お話させていた

だきたいと思います。 
＜事業計画＞ 
委員会開催 
 
◎新世代委員長 

村松 宏一君  
 
 
＜基本方針＞ 
 地域の青少年活動を積極的に支援していくと共

に青少年指導者ボランティア活動者の育成に協

力する 
 インターアクト委員会と協力し、インターアクト

校との交流を深めその活動を支援すると共に指

導者講習会等の各事業に参加協力する。 
 青少年スポーツ大会への協賛事業を通じてロー

タリーへの理解を深めてもらう様に努める 
＜事業計画＞ 
 青少年柔道退会 
 スポーツ少年団剣道大会 
 ジュニアユースサッカー大会 
 藤枝市少年サッカーリーグ戦 
 委員会開催（２回） 

 
◎ロータリー財団委

員長 

柳原 寿男君 

 
 
ＲＩの構成単位がクラブであり、同様に財団活動

の基本単位もクラブの活動から始まるものと考え

る。しかし財団プログラムが多様化し、著しく膨

張した現在では財団が何をしているのか充分に理

解されていないのが現状であろう。 
取りあえず８月の地区財団セミナーに出席して勉

強して来ます。尚、先週のクラブ協議会の席上、

ガバナー補佐から本年度のＧＳＥ（研究グループ

交換）プログラムは第４分区の担当であるとの話

が出された。 
１１月のロータリー財団月間には、財団学友を招

いて卓話の予定です。又、本年度ロータリー財団

寄付は例年より２０ドル減の会員１人当たり１０

０ドルとなっています。年が明けたら改めてお願

いする次第です。 
財団寄付金の行方については、機会あるごとに情

報を提供し、会員皆様のご理解と御協力が得られ

るよう努めたいと思います。 
 
◎米山記念奨学会委 

員長 

池ノ谷 敏正君 

 

 

・

・

・

・
・
・
・
・
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ロータリー米山記念奨学会の果たしている事業が

日本に存在する外国人留学生の国際理解と親善を

深める為に大いに役立っている事を会員に理解し

ていただき、活動への協力をお願いしてゆきたい。 
地区目標達成に御協力お願いします。 

■ お知らせ                   
『蓮華寺池公園清掃奉仕ご協力のお願い』    

社会奉仕委員長 松葉 義之君 
藤枝花火大会翌朝の清掃作業に会員のみなさま

のご協力をお願いします。 
・ 実 施 日   ８月 8 日（火） 
・ 集  合  朝６時５０分 
・ 作業開始  ７時～ 
※軍手・ゴミ袋は用意いたします 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／成瀬） 


